
大川念仏踊は、旧
きゅう

暦
れき

６月 14日に近い

日曜日、大
だい

川
せん

山
ざん

の頂上に位置する大
だい

川
せん

神
じん

社
じゃ

で、雨
あま

乞
ご

い※１を祈
き

願
がん

して奉
ほう

納
のう

される

念仏踊※２です。大川神社での奉納後、大

川神社境
けい

内
だい

※３の秋
あき

葉
ば

権
ごん

現
げん

※４、同じく境内

の龍
りゅう

王
おう

社
しゃ

※５、そして山を下り、中
なか

通
と

八幡

神社、新
しん

生
せい

の龍王社、最後に天
あま

川
がわ

神社に

奉納されます。 

大川神社は社伝
しゃでん

によると、文
もん

武
む

天皇の

御代
み よ

※６に役
えんの

小
お

角
づの

※７が大川山の頂上に

来た時、大
おお

山
やま

祇
つみの

神
かみ

※８のお告げを受けて、

祠
ほこら

※９を建てこの神をまつったことに始ま

るとされています。 

大川神社が鎮
ちん

座
ざ

※10 する大川山は、香

川で２番目に高い山で、標高は１０４２．９

m です。大川山に降った雨は、古くは大
おお

川
かわ

と呼ばれ、香川で唯
ゆい

一
いつ

の一級河
か

川
せん

※11

土
ど

器
き

川
がわ

に流れ込みます。そのため、土器

川沿岸には氏子が居住していない地域

でも、雨乞いの神として大川神社信仰が

あります。 

大川念仏踊の起
き

源
げん

※12は不明ですが、

地元には、「国中が大
だい

旱
かん

魃
ばつ

※13 にみまわ

れていた天
てん

平
ぴょう

４もしくは６(732 もしくは

734)年 6 月、国
こ く

司
し

※14が大川神社に奉
ほう

幣
へい

※15 して雨乞いの祈願をした。その時、

祠の前の小
こ

池
いけ

から 1 匹の白
はく

蛇
だ

がはい出
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中踊の様子 大川神社への奉納 令和２年８月２日撮影 



し、竜
りゅう

になって空へ昇
のぼ

り、雲を呼んで大雨

を降らせた。その土地の人々は歓
かん

喜
き

して、

鉦
かね

を打ち鳴らして踊り狂
く る

った。それ以来、

大川神社は、雨乞いの神として歴
れき

代
だい

の国

主※16、また人々から厚く信仰された。」と

いう言い伝えがあります。寛
かん

永
えい

５(1628)

年、高松藩主生
い

駒
こま

高
たか

俊
とし

※17 が雨乞い祈

願のため鉦 35丁を寄
き

進
しん

した記録があり

ます。このことから、この頃には大川神社

の雨乞い祈願は世に知られ、既に氏子に

よって大川念仏踊が奉納されていたの

ではないかと推測されます。 

特徴としては、他の地域の念仏踊では

大人が担当する中
なか

踊
おどり

を主に子供が担
にな

い、

大人が補佐すること、県内の念仏踊の大

半が滝
たきの

宮
みや

天
てん

満
まん

宮
ぐう

※18 に赴
おもむ

き奉納します

が大川念仏踊は大川神社に奉納するこ

となどがあります。 

現在、奉納は琴南地区の中
なか

通
と

、造
そう

田
だ

、

満濃地区の炭
すみ

所
し ょ

西
にし

の大川神社氏子が

担っています。 
参考文献 琴南町誌、琴南町、1986 

 大川念仏踊、大川念仏踊保存会、1999 

 全
ぜん

讃
さん

史
し

、中
なか

山
やま

城
じょう

山
ざん

、1828 

 

※１ 日照りが続き作物に被害が出そうなときに、雨を降らせ

るよう神仏に祈る行事。 ※２ 念
ねん

仏
ぶつ

を唱えながら鉦
かね

や太
たい

鼓
こ

を

打ち鳴らし踊る民
みん

俗
ぞ く

舞
ぶ

踊
よう

。 ※３ 神社、寺院の敷地内。 ※４ 

火災を防ぐ神。 ※５ 水の神をまつるお社
やしろ

。 ※6 天皇の治

めた期間。 ※７ 奈良時代の山
さん

岳
がく

修
しゅ

行
ぎょう

者
し ゃ

。呪
じゅ

術
じゅつ

者
し ゃ

。諸国を

巡
めぐ

って修行し修
しゅ

験
げん

道
どう

を開いた人とされる。 ※８ 山の神。伊
い

弉
ざ

諾
なぎの

尊
みこと

の子。 ※９ 神や先祖をまつるところ。 ※10 神がひと

ところに落ち着き留
とど

まっていること。 ※11 国土
こ く ど

の保
ほ

全
ぜん

または

国民経済上、特に重要な水
すい

系
けい

で、河
か

川
せん

法
ほう

によって指定された

河川。 ※12 物事の始まり。 ※13 日照り。 特に農作物に

必要な雨が長い間降らないこと。 ※14 律
りつ

令
りょう

制
せい

で中央から

派遣され地方政務を行った役人の長官。 ※15 神に供
そな

え物
もの

を捧
ささ

げること。 ※16 地方の一国を治める最高の位
くらい

の人。 

※17 1611-1659 生駒家三代目当主。 ※18 香川県綾
あや

歌
うた

郡
ぐん

綾
あや

川
がわ

町
ちょう

にある神社。祭
さい

神
じん

は菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

。毎年奉納される

「滝
たきの

宮
みや

の念仏踊」は国の重要無形民俗文化財に指定されて

いる。 ※19 踊の後、ほら貝を合図に棒振、下知、太鼓、鉦、

貝吹、幟
のぼり

、警固の順に「ナムアーミドーヤー」と唱えながら本

堂の周りを３周し、参拝する。 

現在の踊の構成 

ひとまとい 

大川念仏踊の一切を取り仕切る。 

棒
ぼう

振
ふり

 

踊を妨害するものを防ぎ、入
いり

庭
は

（入場）には先頭に立って

場取りをする。 

貝
かい

吹
ふき

 

ほら貝を吹いて合図をし、踊の進行をはかる。 

中
なか

踊
おどり

 

子供踊。念仏踊の主役。下
げん

知
じ

、太鼓、鉦
かね

の 3 人一組で、

右回りに踊る。 

下
げん

知
じ

 

表は日月、裏は雨雲と波の絵が入った大きな団扇
う ち わ

を

持って踊る。 

太鼓 

胸につけた太鼓を両手に持った桴
ばち

で打ちながら踊る。 

鉦 

鉦を持ち、打ちながら踊る。 

警
けい

固
ご

 

各地区の氏子に割り当てられる。3 色の色紙をつけたも

のを被り、鉦と団扇を持った総勢71人が、中踊を中心に

周囲を取り巻き、「ナムアーミドーヤー」と音頭をとる。 

寛永５(1628)年、高松藩主生駒高俊が寄進した鉦 

宮
みや

巡
めぐ

り※19の様子 
昭和 32 年７月 11 日(旧暦６月 14 日)撮影 
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